
 

 

平成２８年度決算概要 
 

（１）平成２８年度決算のポイント 

ア 前年度並みの実質収支を確保 

一般会計の実質収支は、前年度並みの４８億２，７００万円となった。 

なお、決算規模は歳入・歳出とも過去最大。 

 

 
 

イ 将来負担の着実な低減 

第２期財政健全化プラン（Ｈ２６～２９）の主要目標として掲げた「主要債務総額の削

減」は、平成２９年度末までに、対平成２４年度比で１，０００億円の削減目標に対し、

平成２８年度末時点で９９６億円の削減。 

また、全会計の市債残高は、対前年度比１２０億円の削減となり、６年連続で対前年度

比１００億円以上の削減。 

 

 

 

 

 

 

（２）健全化判断比率等 

ア 健全化判断比率 

実質公債費比率及び将来負担比率については、いずれも前年度より改善。 

 

実質公債費比率  １７．３％（対前年度 △ ０．７Ｐ、早期健全化基準 ２５．０％） 

将来負担比率  １８６．２％（対前年度 △２２．５Ｐ、早期健全化基準４００．０％） 

 

イ 資金不足比率 

病院事業において、厳しい経営状況に伴い資金不足が生じたことから、資金不足比率は、

０．１％となった。 

 

＜主要債務総額について＞ 

本市の財政運営や財政健全化に向けて大きな影響を与える以下４項目の合計額 

・建設事業債等残高（普通会計） 

・債務負担行為支出予定額（普通会計・建設事業分） 

・基金借入金残高 

・国民健康保険事業累積赤字額 

歳出総額  ３，９８５億６，３００万円（対前年度３．６％増） 

歳入総額  ４，０３９億１，３００万円（対前年度２．９％増） 

 


